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題名『 富良野岳と樹氷 』～ 米陀政則さん（富町２丁目）の作品

国保税の年金天引きがはじまります保健

軽自動車の廃車�公用車売却財産

所得税の確定申告を税金

十勝岳噴火総合防災訓練�２月２２日に避難訓練防災

町立病院の看護師募集病院

新成人１６７名の新たな門出を祝い成人式学習



�  広報かみふらの ２００８.２

　７０歳以上の人と老人保健制度で医療を受けている人が療養病床に入院するとき、食費と居住費を
自己負担していますが、その対象年齢が「６５歳以上」にかわります。

平成２０年４月１日から

�
平成２０年３月３１日まで

６５歳以上７０歳以上

　会社などを退職して国民健康保険に加入し、被用者年金（厚生年金や共済年金など）を受けられ
る７５歳未満の人とその扶養者は退職者医療制度で医療を受けていますが、平成２０年４月からは対象
年齢が「６５歳未満」にかわります。
　平成２０年４月１日現在で６５歳以上の退職被保険者と被扶養者は、一般の国民健康保険の被保険者
となります。

平成２０年４月１日から

�
平成２０年３月３１日まで

６５歳未満７５歳未満

４退職者医療制度の対象年齢が「６５歳未満」にかわります

５高額医療・高額介護合算制度が創設されます

　医療費が高額になった世帯に介護保険の受給者がいる場合、医療保険と介護保険のそれぞれの自
己負担限度額を適用後、両方の年間の自己負担額を合算して、一定の限度額（年額）を超えた場合
は、超えた分が支給される高額医療・高額介護合算制度が創設されます。

�世帯ごとで合算します
　　対象になるのは、国民健康保険・介護保険の両方に自己負担額がある世帯です。
　　７０歳以上の人は全ての自己負担額を合算できますが、７０歳未満の人の医療費は１か月２１,０００円以上の自己負担
　額のみを合算の対象とします。
　　また、世帯の中で、国民健康保険以外の医療保険（後期高齢者医療制度・共済組合など）に
　加入している人との合算は行わず、各医療保険制度での世帯単位の自己負担額を合算します。

�自己負担限度額は年額で計算されます
　　支給対象期間は、１年間（８月１日～翌年７月３１日）です。ただし、平成２０年度は、４月１
　日から翌年７月３１日までにかかった自己負担額を合算の対象とします。

�所得や年齢に応じて限度額が決まります
　　期間内の世帯の国民健康保険と介護保険の自己負担額を合算して、世帯の自己負担限度額　
　（下表）を超えた額が支給されます。

平成２０年４月１日から

�

平成２０年３月３１日まで

＊平成２０年度は、通常の対象期間より４か月長い
　ため、（　）内の額を適用します。　�世帯の年間での自己負担限度額　１か月に支払った医

療費の自己負担額が定
められた限度額を超え
た場合、申請して認め
られると限度額を超え
た分が高額療養（医療）
費として支給されま
す。
　また、介護費用が高
額になったときは、介
護保険から高額サービ
ス費が別に支給されま
す。

医療保険＋介護保険
（７０歳未満を含む）

医療保険＋介護保険
（７０歳～７４歳）

後期高齢者医療制度
＋介護保険所得区分

１２６万円（１６８万円）６７万円（８９万円）６７万円（８９万円）
現役並み所得者
一定以上の所得がある人
例 単身世帯年収３８３万円以上

６７万円（８９万円）６２万円（８３万円）５６万円（７５万円）一　般

３４万円（４５万円）
３１万円（４１万円）３１万円（４１万円）低所得者Ⅱ

町民税非課税世帯

１９万円（２５万円）１９万円（２５万円）
低所得者Ⅰ
町民税非課税世帯で
所得が一定基準以下

問合せ　町民生活課総合窓口班　��６９８５

３療養病床入院時の「食費・居住費」負担の対象年齢が「６５歳以上」にかわります
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特別徴収の対象となる人は…

　平成２０年４月から、６５歳以上の国民健康保険加入者の保険税納付について、特別徴収（年金天引
き）がはじまります。
特別徴収 … 年６回の年金定期払いの際に、年金の受給額から国民健康保険税があらかじめ差し引かれるも
　　　　　  のです。

�� �� 後後後後後後後後後後期期期期期期期期期期高高高高高高高高高高齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢者者者者者者者者者者医医医医医医医医医医療療療療療療療療療療保保保保保保保保保保険険険険険険険険険険料料料料料料料料料料もももももももももも特特特特特特特特特特別別別別別別別別別別徴徴徴徴徴徴徴徴徴徴収収収収収収収収収収（（（（（（（（（（年年年年年年年年年年金金金金金金金金金金天天天天天天天天天天引引引引引引引引引引きききききききききき））））））））））ががががががががががははははははははははじじじじじじじじじじままままままままままりりりりりりりりりりまままままままままますすすすすすすすすす後期高齢者医療保険料も特別徴収（年金天引き）がはじまります �� ��
　平成２０年４月から、７５歳（一定の障がいがあると認定された人は６５歳）以上の人は、国民健康保険や社会保険等から後期高
齢者医療制度へ移り、一人ひとりが保険料を納めます。

後期高齢者医療保険料の特別徴収の対象となる人は、次の条件を全て満たす人です。
それ以外の人は、納付書や口座振替による普通徴収になります。

�国民健康保険から後期高齢者医療制度に移る人
　�社会保険等から後期高齢者医療制度に移る人は、平成２０年１０月から特別徴収開始となります。
　�社会保険等の被扶養者から後期高齢者医療制度に移る人は、平成２０年４月から９月までは保険料が免除され、平
　　成２０年１０月からの半年間は９割が軽減された額（２,１００円）が特別徴収となります。
�年額１８万円以上の年金を受給している場合
�介護保険料の特別徴収（年金天引き）対象者で、後期高齢者医療保険料と介護保険料の合計額が年金支給額の２　
　分の１を超えない場合

次の条件を全て満たす人です。
それ以外の人は、今までどおり納付書や口座振替で納めることになります。

�世帯主が国民健康保険に加入しており、世帯の国民健康保険加入者が全員６５歳から７４歳である場合
�国民健康保険の世帯主が年額１８万円以上の年金を受給している場合
�国民健康保険の世帯主が介護保険料の特別徴収（年金天引き）対象者で、国民健康保険税と介護保険料の合計額
　が年金支給額の２分の１を超えない場合

《�と�の条件を満たした場合の判定例》　例１　世帯主（７２歳・国保）、妻（６８歳・国保）の場合　　　　　　�　特別徴収
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　例２　世帯主（７８歳・後期高齢者医療）、妻（６８歳・国保）の場合　�　普通徴収
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　例３　世帯主（７２歳・社保）、妻（６８歳・国保）の場合　　　　　　�　普通徴収

� 国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険国民健康保険 �

　特別徴収の対象に
なる人には、徴収額
等を記載した文書を
事前に送付します。

２医療機関窓口での自己負担割合がかわります

仮徴収
８月６月４月

�前年の所得が確定するまで、仮算定
　された保険税が天引きされます。

本徴収
２月１２月１０月

�前年の所得が確定後は、年額保険税
　から仮徴収分の保険税を差し引いた
　額を３期に分けて納めます。

平成２０年４月からの制度改正

２割 ３割 一般　　　　　  １割
現役並み所得者  ３割

２割 ３割
一般(据え置き）
　　　 １割
現役並み所得者
　　　 ３割

一般　
　        １割
現役並み所得者
　　 　３割

後期高齢者医療制度

３
歳

就
学

　

歳
７０

　

歳
７４

　

歳
７５

平平成成２２００年年４４月月１１日日かからら

平平成成２２００年年３３月月３３１１日日ままでで

�
１国民健康保険税の特別徴収（年金天引き）がはじまります

�年度途中に年齢到達等で対象被保険者となった場合は、その年度の保険税（料）は普通徴収になります。

　

　３歳から義務教育就学前（６歳になっ
た日以降最初の３月３１日）までの子ども
の自己負担割合が「３割」から「２割」
になります。

　平成２０年４月から１割が２割になる予
定でしたが、平成２１年３月までの１年間
は１割に据え置かれます。（すでに３割
になっている方などは除かれます）

３歳～６歳は２割負担

７０歳～７４歳は１割に据え置き
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�
昭
和　

年
に
旭
川
医
大
を
卒
業
し
て
か

５８

ら
、
途
中
５
年
間
ほ
ど
国
内
・
海
外
で
の
留

学
期
間
を
は
さ
ん
で
、
肝
臓
を
中
心
と
し
た

消
化
器
疾
患
の
診
療
、
研
究
を
行
っ
て
き
ま

し
た
。

　

平
成
７
年
か
ら
、
今
の
血
液
・
腫
瘍
疾
患

診
療
に
取
り
組
む
よ
う
に
な
り
、
昨
年
７
月

か
ら
現
在
の
腫
瘍
セ
ン
タ
ー
に
移
っ
て
い
ま

す
。

　

腫
瘍
セ
ン
タ
ー
で
は
、
昨
年
４
月
に
施
行

さ
れ
た
「
が
ん
対
策
基
本
法
」
に
対
応
す
べ

く
、
旭
川
医
大
の
が
ん
診
療
レ
ベ
ル
向
上
に

向
け
て
体
制
づ
く
り
を
始
め
た
と
こ
ろ
で

す
。

　

旭
川
医
大
の
各
診
療
科
の
垣
根
を
払
っ
て

総
合
的
な
が
ん
診
療
を
提
供
で
き
る
よ
う
に

し
た
り
、
患
者
や
家
族
の
方
の
悩
み
や
相
談

事
に
対
応
で
き
る
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
を

作
っ
た
り
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
患
者
の
苦
痛
を
緩
和
す
る
緩
和
ケ

ア
ー
チ
ー
ム
と
の
橋
渡
し
を
し
た
り
、
地
域

の
医
療
機
関
な
ど
へ
の
啓
蒙
活
動
を
し
た
り

　

旭
川
医
大
か
ら
派
遣
さ
れ
て
い
る
医
師
を

も
っ
と
詳
し
く
教
え
て
ほ
し
い
。
と
の
声
に

広
報　

月　

日
号
で
、
月
〜
木
曜
日
の
旭
川

１２

１０

医
大
の
第
３
内
科
の
派
遣
医（
４
名
）を
紹
介

し
ま
し
た
。

　

今
回
、
毎
週
金
曜
日
、
午
前
担
当
の
鳥
本

旭
川
医
大
教
授（
腫
瘍
セ
ン
タ
ー
長
）に
つ
い

て
、
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

鳥
本
旭
川
医
大
教
授
に
、『
町
立
病
院
』

『
医
師
の
派
遣
』
な
ど
に
つ
い
て
、
お
話
を

伺
い
ま
し
た
。

�
鳥
本
先
生
は
、
旭
川
医
大
で
ど
の
よ
う
な

お
仕
事
を
さ
れ
て
い
る
の
で
す
か
？

�
鳥
本
先
生
の
町
立
病
院
で
の
診
察
は
？

町
立
病
院

町
立
病
院　Ｑ＆Ａ

Ｑ＆Ａ

鳥
本
旭
川
医
大
教
授
・
腫
瘍
セ
ン
タ
ー
長
に
聞
き
ま
し
た

�
平
成
3
年
7
月
か
ら
町
立
病
院
で
の
診
療

を
さ
せ
て
も
ら
っ
て
お
り
、
今
の
町
立
病
院

の
中
で
は
最
古
参
の
一
人
と
な
っ
て
し
ま
い

ま
し
た
。

　

初
め
の
こ
ろ
は
、
週
一
度
の
当
直
と
内
視

鏡
検
査
が
中
心
で
、
月
に
一
度
は
土
日
の
当

直
も
し
て
い
ま
し
た
。
私
が
当
直
の
時
に
は

な
ぜ
か
急
患
が
多
く
て
眠
れ
な
い
こ
と
も
よ

く
あ
り
ま
し
た
。

　

今
は
、
当
直
を
せ
ず
に
外
来
の
み
で
す
が

後
臨
床
研
修
制
度
の
導
入
を
き
っ
か
け
に
医

局
は
そ
の
よ
う
な
役
割
を
果
た
せ
な
く
な
っ

て
き
ま
し
た
。

　

一
方
、
大
学
病
院
で
は
外
来
・
入
院
患
者

数
、
手
術
件
数
、
救
急
患
者
数
ど
れ
も
こ
れ

も
こ
こ
数
年
増
加
し
続
け
て
い
ま
す
。
大
学

病
院
も
人
が
足
り
な
く
て
困
っ
て
い
る
わ
け

で
す
。

�
厳
し
さ
を
増
す
地
方
の
病
院
で
す
が
、
医

師
不
足
や
町
立
病
院
に
つ
い
て
？

　

こ
の
よ
う
な
背
景
は
旭
川
医
大
に
限
っ
た

話
で
は
な
く
、
ど
こ
の
大
学
病
院
で
も
同
様

で
す
。

　

こ
の
た
め
、
や
む
に
や
ま
れ
ず
地
方
の
病

院
か
ら
大
学
病
院
に
医
師
を
戻
さ
ざ
る
を
得

な
く
な
り
地
方
の
医
師
不
足
に
拍
車
を
か
け

て
い
ま
す
。　

　

こ
う
い
っ
た
状
況
の
中
で
、
上
富
良
野
の

町
立
病
院
を
見
て
み
ま
す
と
、
昨
年
春
に
内

科
医
師
1
名
が
欠
員
と
な
り
ま
し
た
が
、
第

が
ん
診
療
を
専
門
と
す
る
医
師
、
看
護
師
な

ど
の
養
成
を
し
た
り
と
い
っ
た
こ
と
な
ど
を

担
当
し
て
い
ま
す
。

�
地
方
の
医
師
不
足
の
原
因
に
は
色
々
な
も

の
が
あ
り
、
そ
れ
は
各
種
報
道
で
論
じ
ら
れ

て
い
る
と
お
り
で
す
。

　

従
来
は
、
良
く
も
悪
く
も
医
局
制
度
が
あ

り
、
医
局
主
導
で
地
方
に
医
師
が
派
遣
さ
れ

て
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
医
局
批
判
の
報
道
や
新
卒

以
前
か
ら
の
肝
臓
の
患
者
や
血
液
疾
患
の
患

者
を
中
心
に
診
療
し
て
い
ま
す
。

interview
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

医
師
不
足
、高
齢
化
社
会
、厳
し
い
地
域
医
療
、そ
し
て
町
立
病
院

旭
川
医
大
の
派
遣
医
で
あ
る
鳥
本
先
生
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。
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�
こ
の
よ
う
な
医
師
不
足
の
な
か
で
、
町
立

病
院
は
旭
川
医
大
か
ら
医
師
の
派
遣
を
受
け

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
当
直
を
し
た
派
遣
医
は
旭
川
医
大

に
戻
り
、
そ
の
ま
ま
平
常
勤
務
に
つ
き
診
察

を
さ
れ
る
と
聞
き
ま
し
た
が
？

�
現
在
、
私
以
外
の
第
三
内
科
か
ら
の
出
張

医
は
、
当
日
朝
、
町
立
病
院
に
入
っ
て
診
療

を
し
た
後
、
そ
の
ま
ま
当
直
を
し
て
次
の
日

の
朝
、
旭
川
に
戻
っ
て
通
常
の
旭
川
医
大
に

お
け
る
勤
務
を
し
て
い
ま
す
。

�
ど
の
先
生
も
、
旭
川
医
大
で
の
診
療
に
お

い
て
は
主
力
と
な
っ
て
活
躍
中
の
先
生
で
す

の
で
、　

も
し
翌
日
ま
で
待
て
る
よ
う
で
し

た
ら
、
昼
間
に
受
診
し
て
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

そ
れ
で
当
直
医
の
負
担
も
軽
減
で
き
る
の

で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

�
少
子
高
齢
化
社
会
の
中
で
、
町
立
病
院
に

お
け
る
役
割
は
？

必
要
と
す
る
患
者
を
重
点
的
に
診
療
す
る
体

制
を
築
く
に
は
、
病
診
連
携
（
病
院
と
診
療

所
）
や
病
病
連
携
（
病
院
と
病
院
）
と
い
っ

た
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

町
立
病
院
の
常
勤
の
先
生
方
は
大
変
信
頼

の
お
け
る
先
生
方
で
す
し
、
富
良
野
協
会
病

院
か
ら
泌
尿
器
科
、
循
環
器
科
の
先
生
も
応

援
に
来
て
く
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
看
護
師
や
薬
剤
師
、
放
射
線
・
検

査
技
師
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
の
体

制
も
大
変
充
実
し
て
い
ま
す
。

　

患
者
の
個
人
的
な
情
報
も
把
握
さ
れ
て
い

て
き
め
細
か
な
対
応
も
可
能
で
す
。

　

高
齢
化
も
進
ん
で
お
り
、
自
家
用
車
や
バ

ス
な
ど
で
わ
ざ
わ
ざ
旭
川
の
病
院
ま
で
通
院

す
る
こ
と
は
大
変
な
こ
と
で
す
。

　

身
近
な
病
院
で
あ
る
町
立
病
院
を
積
極
的

に
利
用
し
て
い
た
だ
き
、
必
要
に
応
じ
て
大

学
病
院
な
ど
の
大
き
な
病
院
を
受
診
さ
れ
る

こ
と
が
双
方
に
と
っ
て
良
い
こ
と
で
は
な
い

か
と
思
い
ま
す
。

�
鳥
本
先
生
ご
自
身
の
健
康
法
や
日
頃
か
ら

健
康
の
た
め
に
し
て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま
し

た
ら
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
（
内
臓
脂
肪
症
候

群
）
に
な
ら
な
い
よ
う
機
会
を
み
て
運
動
を

す
る
く
ら
い
で
す
ね
。

�
先
ほ
ど
も
申
し
上
げ
ま
し
た
が
、
大
学
病

院
は
パ
ン
ク
寸
前
で
す
。

　

ど
ん
な
患
者
で
も
大
学
病
院
を
受
診
す
る

と
い
っ
た
こ
と
が
続
く
よ
う
な
ら
大
学
病
院

は
、
そ
の
専
門
性
を
発
揮
す
る
こ
と
が
で
き

な
く
な
り
ま
す
。

　

本
当
に
専
門
性
が
高
く
、
高
度
な
医
療
を

三
内
科
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
専
門
が
異
な
る
若

手
、
中
堅
、
ベ
テ
ラ
ン
医
師
が
毎
日
応
援
に

き
て
い
ま
す
。

　

常
勤
医
と
出
張
医
そ
れ
ぞ
れ
に
長
所
と
短

所
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
出
張
医
の

特
徴
を
生
か
し
て
活
用
し
て
い
た
だ
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

�
今
の
と
こ
ろ
検
診
で
異
常
は
見
つ
か
っ
て

い
ま
せ
ん
が
、
医
者
の
不
養
生
で
体
に
い
い

こ
と
は
あ
ま
り
し
て
い
ま
せ
ん
。

　

せ
い
ぜ
い
タ
バ
コ
を
吸
わ
な
い
事
と
、
気

を
抜
く
と
す
ぐ
太
っ
て
き
ま
す
の
で
、
メ
タ

　

町
立
病
院
で
は
、
看
護
師
を
募
集
し

て
い
ま
す
。

　

希
望
さ
れ
る
方
は
、
履
歴
書
な
ど
必

要
書
類
を
町
立
病
院
ま
で
、
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

応
募
条
件　

健
康
な
方
で
、
看
護
師
及

　

び
准
看
護
師
免
許
を
取
得
し
て
い
る

　

方
募
集
人
員　

若
干
名

採
用
月
日　

３
月
１
日（
土
）

給
与
、
手
当
等　

上
富
良
野
町
給
与
条

　

例
に
基
づ
き
、
支
給
し
ま
す
。

そ
の
他　

勤
務
条
件
や
応
募
方
法
な
ど

　

詳
し
く
は
、
町
立
病
院
ま
で
、
お
問

　

合
せ
く
だ
さ
い
。

連
絡
先

　

町
立
病
院（
大
町
３
丁
目
２
‐　

）
１５

　
�
�
３
１
７
１　
�
�
４
５
７
８

看
護
師
募
集
の
お
知
ら
せ

　

ま
ち
づ
く
り
ト
ー
ク
や
町
民
ポ
ス
ト
な

ど
、
多
く
の
ご
意
見
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

皆
さ
ん
か
ら
ご
意
見
な
ど
は
、
今
後
の
町

政
運
営
に
役
立
て
て
い
き
ま
す
。

金曜日木曜日水曜日火曜日月曜日

白田 院長
鳥本 教授白田 院長白田 院長藤谷 医師白田 院長午

前

藤谷 医師杉山 医師細木 医師三好 医師金野 医師午
後

専 
門 
医 
療  

血液消化管血液肝臓消化管

�
内
科
外
来
診
療
体
制

　
　

※
太
字
が
旭
川
医
大
か
ら
の
医
師
で
す
。

※ 旭川医大からの派遣医を含め診療体制など、詳しくは町立病院まで、お問合わせください。



十
勝
岳
噴

非
常
時
に
備
え
て
、
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り

防
災
関
係
機
関
、
自
主
防
災
組
織
と
の
連
携
強
化

火

総
合
防
災
訓
練

�
避
難
訓
練

　

避
難
訓
練
は
、
十
勝
岳
の
火
山
活
動（
想

定
）に
合
わ
せ
た
避
難
指
示
発
令
を
行
い
ま

す
の
で
、
防
災
行
政
無
線
か
ら
の
サ
イ
レ

ン
・
放
送
を
聞
い
て
、
各
指
定
避
難
所
ま
で

避
難
し
て
く
だ
さ
い
。

　

避
難
指
示
は
、
２
月　

日（
金
）　

時　

分

２２

１３

５０

頃
に
防
災
行
政
無
線
で
発
令
し
ま
す
。

※
サ
イ
レ
ン
が
鳴
り
ま
す
が
、
火
事
と
間
違

え
な
い
よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。

�
避
難
訓
練
に
備
え
て

　

ご
家
庭
の
防
災
行
政
無
線
戸
別
受
信
機

は
、
事
前
に
電
源
や
電
池
の
確
認
を
し
ま

し
ょ
う
。

　

年
に
１
回
の
総
合
防
災
訓
練
で
す
の
で
、

多
く
の
方
の
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
日
頃
か
ら
災
害
、
事
故
等
に
備
え

て
避
難
場
所
や
避
難
ル
ー
ト
、
懐
中
電
灯
、

非
常
食
や
医
薬
品
、
ラ
ジ
オ
等
の
防
災
グ
ッ

ズ
な
ど
家
族
で
確
認
を
し
ま
し
よ
う
。

２

２２
・

�
今
年
も
十
勝
岳
噴
火
に
よ
る
融
雪
型
火
山

泥
流
災
害
を
想
定
し
て
、
２
月　

日（
金
）に

２２

避
難
訓
練
を
実
施
し
ま
す
。

　

ま
た
、
避
難
訓
練
の
ほ
か
に
も
、
雪
上
車

で
の
走
行
や
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
の
飛
行
な
ど
を

計
画
し
、
各
関
係
機
関
と
の
通
信
連
絡
訓

練
、
救
助
救
出
訓
練
な
ど
総
合
的
な
訓
練
を

行
い
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

�
避
難
訓
練
対
象
地
区

　

今
回
の
避
難
訓
練
で
、
実
際
に
指
定
避
難

所
ま
で
非
難
し
て
も
ら
う
避
難
訓
練
対
象
地

区（
緊
急
危
険
区
域
の
一
部
）は
、
日
新
、
草

分
、
日
の
出
、
北
町
、
泉
町
、
扇
町
、
栄
町
、

中
町
、
錦
町
、
富
町
の
各
住
民
会
の
一
部
で

す
。

※
各
住
民
会
に
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
が
、

避
難
対
象
地
区
、
指
定
避
難
所
な
ど
不
明
な

点
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
総
務
課
総
務
班
ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

�
公
開
防
災
訓
練

�
避
難
訓
練
と
並
行
し
て
、　

時
頃
か
ら
１

１４

時
間
程
度
、
西
小
学
校
グ
ラ
ン
ド
で
陸
上
自

衛
隊
、
警
察
、
消
防
等
に
よ
る
防
災
関
係
機

器
の
展
示
や
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
救
助
、
倒
壊
家

屋
救
助
、
事
故
車
両
救
助
等
の
公
開
防
災
訓

練
を
実
施
し
ま
す
。

　

公
開
防
災
訓
練
を
皆
さ
ん
見
学
さ
れ
る
よ

う
お
願
い
し
ま
す
。　

�
自
主
防
災
組
織
と
の
連
携

�
大
き
な
災
害
が
発
生
す
る
と
、
消
防
、
警

察
、
市
町
村
等
の
防
災
関
係
機
関
だ
け
で
は

対
応
で
き
な
い
部
分
が
あ
り
、
そ
の
部
分
の

防
災
対
策
は
、
個
人
、
家
庭
、
地
域
で
行
う

こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

阪
神
・
淡
路
大
震
災
で
は
、
救
出
さ
れ
た

人
た
ち
の
６
割
が
、
地
域
の
人
た
ち
に
よ
っ

て
救
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

防
災
関
係
機
関
で
十
分
な
対
応
が
で
き
な

い
時
、
地
域
住
民
が
一
致
協
力
し
て
取
り
組

む
こ
と
で
有
効
な
対
策
を
と
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　
『
地
域
は
地
域
で
守
る
』
た
め
に
も
、
自
主

防
災
組
織
が
必
要
で
あ
り
、
重
要
に
な
っ
て

い
ま
す
。

　

上
富
良
野
町
地
域
防
災
計
画
に
も
自
主
防

災
組
織
を
重
要
な
役
割
と
し
て
位
置
付
け
を

し
、
各
住
民
会
単
位
で
の
結
成
、
活
動
を
奨

励
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
総
合
防
災
訓
練
で
は
、
次
の
項
目

等
で
自
主
防
災
組
織
と
連
携
を
図
り
な
が
ら

実
施
し
ま
す
。

・
避
難
所
の
開
設

・
避
難
者
の
受
け
入
れ

・
避
難
者
確
認
、
整
理
誘
導

・
未
避
難
者
情
報
等
の
収
集
な
ど

※
自
主
防
災
組
織
役
員
で
、
腕
章
、
ユ
ニ
ホ

　

ー
ム
等
あ
り
ま
し
た
ら
、
着
用
し
て
ご
参

　

加
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ
先

　

総
務
課
総
務
班�
�
６
４
０
０

広報かみふらの ２００８.２   �



�  広報かみふらの ２００８.２

　

社
会
福
祉
協
議
会
に
よ
る
ふ
れ
あ
い
昼
食

会（
仮
称
）が
行
わ
れ
、
多
く
の
高
齢
者
が
参

加
し
て
い
ま
し
た
。

　

ふ
れ
あ
い
昼
食
会
は
、
各
団
体
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
協
力
の
も
と
昼
食
を
調
理
し
、
毎

月
１
回
、
保
健
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
か
み
ん

で
開
催
し
て
い
ま
す
。
軽
体
操
、
昼
食
会
、

レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
、
今
回
は
食

事
の
後
に
合
唱
、
ク
イ
ズ
や
マ
ジ
ッ
ク
、
そ

し
て
フ
ラ
ダ
ン
ス
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。
各

参
加
者
は
会
話
を
し
な
が
ら
和
や
か
に
、
楽

し
い
お
昼
の
時
間
を
過
ご
し
て
い
ま
し
た
。

　

ふ
ら
の
・
び
え
い
人
に
な
る
冬
２
０
０
８

の
イ
ベ
ン
ト
で
、
ば
ん
ば（
馬
そ
り
）体
験
が

２
月　

日
ま
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

１７

　

一
般
者
が
体
験
す
る
前
に
、
町
内
の
幼
稚

園
、
保
育
所
で
ば
ん
ば（
馬
そ
り
）体
験
が
行

わ
れ
、子
ど
も
達
は
大
喜
び
。
ば
ん
ば
馬
を

初
め
て
見
る
園
児
も
多
く
、
怖
が
り
な
が
ら

も
近
づ
い
て「
と
て
も
大
き
い
」「
目
が
か
わ

い
い
」な
ど
好
奇
心
い
っ
ぱ
い
に
。
車
社
会

で
め
っ
た
に
体
験
す
る
こ
と
が
な
い
『
馬
そ

り
』
を
と
て
も
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。
自
然

に
や
さ
し
く
、
昔
な
が
ら
に
ゆ
っ
く
り
と
。

　

第　

回
か
み
ふ
ら
の
雪
ま
つ
り
が
日
の
出

４４

公
園
雪
ま
つ
り
会
場
で
開
催
さ
れ
、
大
勢
の

人
が
寒
さ
を
忘
れ
て
楽
し
み
ま
し
た
。

　

会
場
に
は
「
ゲ
ゲ
ゲ
の
鬼
太
郎
」
の
大
雪

像
の
ほ
か
、
鬼
太
郎
フ
ァ
ミ
リ
ー
７
基
の
小

雪
像
、
ロ
ン
グ
ス
ラ
イ
ダ
ー
な
ど
も
設
置
。

モ
ー
ビ
ル
体
験
搭
乗
や
ス
ノ
ー
リ
フ
テ
ィ
ン

グ
に
は
長
い
行
列
が
で
き
、
子
ど
も
た
ち
に

大
人
気
で
し
た
。
ま
た
、
皮
も
中
身
も
全
て

上
富
良
野
産
の
材
料
で
作
っ
た
「
シ
ー
ニ
ッ

ク
ま
ん
」
は
す
ぐ
に
完
売
。
安
心
で
お
い
し

い
グ
ル
メ
コ
ー
ナ
ー
も
大
盛
況
で
し
た
。

　

商
工
会
青
年
部
主
催
の
ベ
ン
チ
ャ
ー
キ
ッ

ズ
か
み
ふ
っ
子
が
行
わ
れ
、『
起
業
と
は
？
』

を
学
ん
で
い
ま
し
た
。

　

小
学
５
・
６
年
生
が
各
グ
ル
ー
プ
に
分
か

れ
、
事
業
計
画
、
資
金
調
達
、
仕
入
、
製
造
、

販
売
の
過
程
を
そ
れ
ぞ
れ
実
施
。
資
金
調
達

で
は
旭
川
信
用
金
庫
の
職
員
に
融
資
審
査
を

厳
し
く
受
け
な
が
ら
借
入
し
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
自
分
達
で
作
成
し
た
キ
ャ
ン
ド
ル
や

木
工
作
品
は
Ａ
コ
ー
プ
ウ
ィ
ズ
店
で
販
売
。

来
客
者
に
声
を
掛
け
熱
心
に
営
業
も
し
て
い

ま
し
た
。
未
来
の
経
営
者
育
成
の
た
め
に
。

ベ
ン
チ
ャ
ー
キ
ッ
ズ

会
社
経
営
を
疑
似
体
験

１／１２・１３

ふ
ら
の
・
び
え
い
人
に
な
る
冬

ば
ん
ば
馬
そ
り
体
験

１／２９

寒
く
て
も
楽
し
い

か
み
ふ
ら
の
雪
ま
つ
り

２／３

１／１７

昼
食
を
食
べ
な
が
ら

楽
し
く「
ふ
れ
あ
い
」を



２００８.２月
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３月５日（水）
 旭川がん検診センター
７：１０出発（バスで送迎）

 
日 
程

２０歳以上の女性
４０歳以上の女性

子宮がん
乳がん

対
象

６９歳以下　１,７００円
７０歳以上　  ８５０円

子宮がん
検
診
料 ６９歳以下　２,０００円

７０歳以上　１,０００円
乳がん

　　 ※７０歳以上は、昭和１３年4月1日以前生ま 
　　　  れの方です。

問合せ・申込み
　保健福祉課　��６９８７　

子宮がん・乳がん同時検診

予防接種の受け忘れは
　　　　　  　  ありませんか?
　　　　　　　　入園、入学を心待ちにして
　　　　　　　　いるお子さんの予防接種は
　　　　　　　　お済みですか。
　　　　　　　　受け忘れている予防接種が
　　　　　　　　ないか、今一度母子手帳で
　　　　　　　　確認しましょう。

�日程
　 �三種混合、麻しん風しん混合
　　　２月１９日（火）、３月４日（火）、１８日（火）
 　�ポリオ　
　　　３月１１日（火）

�問合せ　　保健福祉課��６９８７

　

介
護
保
険
制
度
が
始
ま
っ
て
か
ら
８
年
が

過
ぎ
、
本
当
に
必
要
な
と
き
に
認
定
を
受
け

て
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
さ
れ
る
方
が
増
え
、
介

護
保
険
制
度
が
定
着
し
て
き
た
反
面
、
望
む

こ
と
は
「
人
の
手
を
借
り
ず
に
、
い
つ
ま
で

も
元
気
に
自
立
し
て
過
ご
す
」
こ
と
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

　

年
を
と
っ
て
病
気
や
け
が
を
す
る
と
、
そ

れ
ま
で
し
て
い
た
活
動
を
行
う
機
会
が
減
っ

て
き
ま
す
。
活
動
が
減
少
す
る
と
、
心
身
と

も
に
物
事
を
や
り
こ
な
す
力
が
ど
ん
ど
ん
落

ち
て
、
失
敗
も
増
え
て
き
ま
す
。

　

そ
の
悪
循
環
が
繰
り
返
さ
れ
る
と
、
元
に

戻
る
こ
と
が
難
し
く
、
自
立
し
た
生
活
と
は

程
遠
い
も
の
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

多
少
の
調
子
の
悪
さ
や
機
能
の
低
下
が

あ
っ
て
も
「
気
持
ち
や
身
体
の
活
動
を
低
下

さ
せ
な
い
」「
今
や
っ
て
い
る
こ
と
を
こ
れ
か

ら
も
や
る
」。
そ
れ
が
「
介
護
予
防
」
の
考
え

方
で
す
。

　

介
護
保
険
制
度
で
は
、
介
護
を
必
要
と
す

る
方
の
た
め
の
介
護
認
定
・
介
護
サ
ー
ビ
ス

の
充
実
を
図
る
と
と
も
に
「
地
域
支
援
・
介

護
予
防
」
の
実
施
も
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま

す
。
高
齢
者
の
自
立
や
尊
厳
を
守
る
と
と
も

に
、
制
度
の
安
定
運
営
の
た
め
『
介
護
予
防
』

が
重
視
さ
れ
、
町
と
し
て
も
力
を
入
れ
て
い

ま
す
。

　

生
活
機
能
と
は
、
心
身
の
機
能
に
加
え

て
、
身
の
回
り
の
こ
と
や
家
事
・
仕
事
を
こ

な
す
力
、
家
庭
や
社
会
で
の
役
割
を
含
め
た

「
人
が
生
き
て
い
く
た
め
の
機
能
全
体
」
を

い
い
ま
す
。

　

日
頃
生
活
し
て
い
る
中
で
、「
足
腰
が
弱

く
な
っ
た
」「
長
い
距
離
が
歩
け
な
い
」「
動

く
こ
と
が
お
っ
く
う
」「
動
く
た
び
に
物
に
つ

生
活
機
能
が
落
ち
て
い
ま
せ
ん
か

介
護
予
防
と
は
…

でででででででででででででででで
生生生生生生生生生生生生生生生生
活活活活活活活活活活活活活活活活
機機機機機機機機機機機機機機機機
能能能能能能能能能能能能能能能能
をををををををををををををををを
高高高高高高高高高高高高高高高高
めめめめめめめめめめめめめめめめ
よよよよよよよよよよよよよよよよ
うううううううううううううううう

で
生
活
機
能
を
高
め
よ
う

防

予

護

介
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実
施
日　

毎
週
木
曜
日

　
　
　
　

午
前
９
時
〜
午
後
３
時　

分
３０

場　

所　

ラ
ベ
ン
ダ
ー
ハ
イ
ツ
デ
イ　

　
　
　
　

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

　

現
在
、　

名
の
方
が
参
加
し
て
い
ま
す
。

１３

無
理
の
な
い
運
動
や
口
腔
機
能
向
上
、
栄
養

改
善
を
組
み
入
れ
た
様
々
な
楽
し
い
プ
ロ
グ

ラ
ム
が
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

送
迎
・
入
浴
・
昼
食
も
提
供
で
き
ま
す
の

で
、
一
人
で
外
出
が
で
き
な
い
方
で
も
安
心

し
て
参
加
で
き
ま
す
。

実
施
日　

毎
週
月
曜
日

　
　
　
　

午
前
９
時　

分
〜　

時　

分

３０

１１

３０

場　

所　

保
健
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
か

　
　
　
　

み
ん

　

５
月
〜
８
月
、　

月
〜
翌
年
２
月
ま
で
の

１１

２
期
間
で
開
催
し
、
現
在
は　

名
の
方
が
参

２１

加
し
て
い
ま
す
。

　

身
体
に
合
わ
せ
た
ス
ト
レ
ッ
チ
や
筋
ト
レ

な
ど
を
主
に
、
口
腔
機
能
向
上
、
栄
養
改
善

の
話
を
聞
く
な
ど
し
て
い
ま
す
。

　

社
会
福
祉
協
議
会
の
職
員
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
方
が
楽
し
い
お
し
ゃ
べ
り
や
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
で
盛
り
上
げ
て
く
れ
ま
す
。

か
ま
ら
な
い
と
立
て
な
い
」「
面
倒
な
の
で
、

つ
い
つ
い
動
か
な
い
で
過
ご
し
て
し
ま
う
」

「
物
を
置
い
た
場
所
や
し
ま
っ
た
場
所
が
わ

か
ら
な
く
な
る
な
ど
物
忘
れ
が
ひ
ど
い
」「
指

の
力
が
落
ち
て
字
が
書
け
な
い
」
と
い
っ
た

こ
と
を
よ
く
耳
に
し
ま
す
。　

　
「
年
だ
か
ら
…
」
と
あ
き
ら
め
た
り
、
誰
か

の
支
援
を
期
待
し
た
い
気
持
ち
に
も
な
り
が

ち
で
す
が
、
高
齢
化
が
進
ん
で
い
る
中
、
誰

か
の
支
援
を
求
め
る
こ
と
は
実
際
に
は
困
難

に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　
「
自
分
ひ
と
り
で
や
り
た
い
こ
と
が
で
き

る
」「
動
き
た
い
と
き
に
動
け
る
」「
出
か
け
た

い
と
き
に
出
か
け
る
」
こ
と
は
、
何
に
も
代
え

が
た
い
大
切
な
こ
と
で
す
。
ち
ょ
っ
と
し
た

工
夫
や
考
え
方
で
頭
や
身
体
・
気
持
ち
を
若

返
ら
せ
、「
今
の
活
動
を
維
持
す
る
」
こ
と
が

一
番
大
切
で
す
。

　

生
活
機
能
を
高
め
て
、
趣
味
や
交
流
な
ど

自
分
が
で
き
る
こ
と
の
範
囲
を
広
げ
な
が

ら
、
充
実
し
た
生
活
を
送
り
ま
し
ょ
う
。

　

生
活
機
能
評
価
健
診
や
日
ご
ろ
の
相
談
か

ら
「
運
動
機
能
や
活
動
が
低
下
し
て
い
る
」

「
閉
じ
こ
も
り
傾
向
に
な
っ
て
い
る
」
な
ど

の
状
態
が
認
め
ら
れ
た
方
に
は
、
改
善
の
た

め
事
業
へ
の
参
加
を
ご
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
事
業
へ
の
参
加
は
、
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
で
の
相
談
等
を
通
じ
「
生
活
機
能

の
低
下
が
認
め
ら
れ
た
方
」
が
対
象
で
す
。

　

こ
の
他
、
各
地
域
で
開
催
さ
れ
る
ふ
れ
あ

い
サ
ロ
ン
や
老
人
ク
ラ
ブ
、
い
し
ず
え
大
学
、

中
茶
屋
で
開
催
さ
れ
る
託
老
所
た
ん
ぽ
ぽ
な

ど
、
出
か
け
て
交
流
を
持
つ
場
所
は
い
ろ
い

ろ
あ
り
ま
す
。

　

自
分
の
日
ご
ろ
の
動
き
方
や
役
割
を
見
直

し
て
、
自
分
の
で
き
る
こ
と
を
ひ
と
つ
で
も

増
や
し
て
い
く
こ
と
、
そ
れ
を
続
け
て
い
く

こ
と
が
長
い
目
で
み
た
介
護
予
防
活
動
に
な

る
の
で
す
。

　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、
事
情
に

合
わ
せ
た
活
動
の
場
所
や
方
法
を
ご
紹
介
し

ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

��
 
通
所
型
介
護
予
防
事
業

通
所
型
介
護
予
防
事
業 ��季節ごとの行事もあり、心も体

も元気になりますよ。

��
 
訪
問
型
介
護
予
防
事
業

訪
問
型
介
護
予
防
事
業 ��

介
護
予
防
事
業
の
ご
紹
介

問
合
せ

　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
�
�
６
５
３
３

体力測定もあるので、が
んばった効果がわかりや
すく、やる気が出ますよ。

　

栄
養
不
足
や
口
腔
機
能
の
低
下
が
き
っ
か

け
で
、
活
動
が
低
下
す
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
訪
問
し
て
相
談
を
受
け
ま
す
。

　

週
１
回
程
度
、
家
事
の
習
得
を
目
的
と
し

て
介
護
員
を
派
遣
し
ま
す
。

生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生
きききききききききききききききききききき
がががががががががががががががががががが
いいいいいいいいいいいいいいいいいいいい
デデデデデデデデデデデデデデデデデデデデ
イイイイイイイイイイイイイイイイイイイイ
ササササササササササササササササササササ
ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー
ビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビ

生
き
が
い
デ
イ
サ
ー
ビ
ススススススススススススススススススススス

おおおおおおおおおおおおおおおおおおおお
元元元元元元元元元元元元元元元元元元元元
気気気気気気気気気気気気気気気気気気気気
かかかかかかかかかかかかかかかかかかかか
いいいいいいいいいいいいいいいいいいいい

お
元
気
か
い

生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生
活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活
管管管管管管管管管管管管管管管管管管管管
理理理理理理理理理理理理理理理理理理理理
指指指指指指指指指指指指指指指指指指指指
導導導導導導導導導導導導導導導導導導導導
員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員
派派派派派派派派派派派派派派派派派派派派
遣遣遣遣遣遣遣遣遣遣遣遣遣遣遣遣遣遣遣遣

生
活
管
理
指
導
員
派
遣

（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（
ホホホホホホホホホホホホホホホホホホホホ
ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー
ムムムムムムムムムムムムムムムムムムムム
ヘヘヘヘヘヘヘヘヘヘヘヘヘヘヘヘヘヘヘヘ
ルルルルルルルルルルルルルルルルルルルル
ププププププププププププププププププププ
））））））））））））））））））））

（
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
）

栄栄栄栄栄栄栄栄栄栄栄栄栄栄栄栄栄栄栄栄
養養養養養養養養養養養養養養養養養養養養
士士士士士士士士士士士士士士士士士士士士
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯
科科科科科科科科科科科科科科科科科科科科
衛衛衛衛衛衛衛衛衛衛衛衛衛衛衛衛衛衛衛衛
生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生
士士士士士士士士士士士士士士士士士士士士
等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等

栄
養
士
・
歯
科
衛
生
士
等

のののののののののののののののののののの
訪訪訪訪訪訪訪訪訪訪訪訪訪訪訪訪訪訪訪訪
問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問

の
訪
問

福
屋
喜
代
子
さ
ん「
体
が
柔
ら
か
く
な
り
ま

し
た
。
座
っ
て
や
る
の
が
い
い
で
す
ね
。

村
岡
榮
子
さ
ん　
「
習
っ
た
運
動
は
家
で
も

し
て
い
ま
す
。
転
倒
予
防
の
た
め
に
。」

参加者
の声



広報かみふらの ２００８.２   �

inform
ation

お お お お お お お お お お お お お お お お お お お お お
し し し し し し し し し し し し し し し し し し し し し
ら ら ら ら ら ら ら ら ら ら ら ら ら ら ら ら ら ら ら ら ら
せ せ せ せ せ せ せ せ せ せ せ せ せ せ せ せ せ せ せ せ せ

ね
ん
き
ん
特
別
便

　

社
会
保
険
庁
か
ら
『
ね
ん
き
ん
特

別
便
』
が
届
き
ま
し
た
ら
、
年
金
記

録
に
記
載
漏
れ
や
誤
り
が
な
い
か
確

※
平
成　

年
度
分
の
申
告
期
限
は
、

２０

　

平
成　

年
３
月　

日（
月
）ま
で
で

２０

１７

　

す
。

　

こ
れ
ま
で
個
人
町
民
税（
普
通
徴

収
）の
納
期
回
数
は
２
回
、
国
民
健

康
保
険
税
の
納
期
回
数
は
６
回
と
し

て
お
り
ま
し
た
が
、
納
税
者
が
よ
り

納
税
し
や
す
い
体
制
を
図
る
た
め
、

平
成　

年
度
課
税
分
か
ら
個
人
町
民

２０

税
２
回
を
４
回
に
、
国
民
健
康
保
険

税
６
回
を
８
回
に
納
期
回
数
を
増
や

す
予
定
で
す
。

　

改
正
後
の
各
納
期
限
に
つ
い
て

は
、
広
報
誌
や
納
税
通
知
書
な
ど
で

詳
し
く
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

ま
た
、
納
税
の
利
便
性
を
図
る
た

め
コ
ン
ビ
ニ
収
納
も
行
っ
て
い
ま
す

の
で
、
納
期
内
に
納
め
る
よ
う
お
願

い
し
ま
す
。

問
合
せ
、
申
告
受
付
相
談
会
場

・
富
良
野
税
務
署�
�
２
１
４
４

　
（
富
良
野
市
桂
木
町
３
番
２
号
）

・
町
民
生
活
課
税
務
班

　
�
�
６
９
８
９

　

役
場
庁
舎
１
階
相
談
室

　

※
昨
年
と
会
場
が
変
更
に
な
っ
て

　

い
ま
す
の
で
、
お
間
違
え
な
い
よ

　

う
に
し
て
く
だ
さ
い
。　

国
民
年
金

年
金
相
談
会

旭
川
社
会
保
険
事
務
所

�
０
１
６
６�
１
６
１
１

の
受
付
は
、
３
月　

日（
月
）ま
で
と

３１

な
っ
て
い
ま
す
。

　

例
年
、
期
限
間
近
に
な
り
ま
す
と

会
場
は
大
変
混
雑
し
ま
す
の
で
、
窓

口
か
郵
送
で
お
早
め
に
申
告
し
て
く

だ
さ
い
。

　

申
告
受
付
相
談
会
場
に
お
越
し
の

際
に
は
、
印
鑑
、
前
年
の
確
定
申
告

書
の
控
え
、
源
泉
徴
収
票（
原
本
）、

国
民
年
金
保
険
料
・
国
民
健
康
保
険

税
・
生
命
保
険
料
・
地
震
保
険
料
の

支
払
証
明
書
、
そ
の
他
各
種
控
除
に

必
要
な
書
類
な
ど
を
ご
持
参
く
だ
さ

い
。

　

ま
た
、
退
職
所
得
が
あ
る
方
に
つ

い
て
は
、
給
与
所
得
と
そ
の
退
職
所

得
を
含
め
て
確
定
申
告
を
す
る
こ
と

に
よ
り
、
還
付
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

住
宅
ロ
ー
ン
控
除

町
民
生
活
課 
税
務
班
�
�
６
９
８
９

　

税
源
移
譲
に
よ
り
所
得
税
が
減
額

と
な
り
、
控
除
で
き
る
住
宅
ロ
ー
ン

控
除
額
が
減
少
す
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。

　

平
成　

年
末
ま
で
に
入
居
し
、
所

１８

得
税
の
住
宅
ロ
ー
ン
控
除
を
受
け
て

い
る
方
で
、
所
得
税
か
ら
控
除
し
き

れ
な
か
っ
た
額
が
あ
る
場
合
は
、
毎

年
申
告
に
よ
り
翌
年
度
の
住
民
税
か

ら
控
除
で
き
ま
す
。

※
住
民
税
の
住
宅
ロ
ー
ン
控
除
の
適

用
を
受
け
る
た
め
に
は
、
毎
年
申
告

が
必
要
で
す
。

▼
申
告
方
法

�
年
末
調
整
で
住
宅
ロ
ー
ン
控
除
の

適
用
を
受
け
て
い
る
方

　

源
泉
徴
収
票
を
添
付
し
て
、
平
成

　

年
１
月
１
日
現
在
お
住
ま
い
の
市

２０区
町
村
へ
申
告
書
を
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

　

な
お
、
提
出
の
必
要
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
控
除
額
計
算
の
基
礎
と
な
る

借
入
金
等
の
年
末
残
高
が
わ
か
る
書

類
を
持
参
く
だ
さ
い
。

�
確
定
申
告
を
行
う
必
要
の
あ
る
サ

ラ
リ
ー
マ
ン
や
自
営
業
者
等
の
方

　

所
得
税
の
確
定
申
告
書
と
と
も
に

平
成　

年
１
月
１
日
現
在
お
住
ま
い

２０

の
市
区
町
村
又
は
所
轄
の
税
務
署
へ

申
告
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

売
却
し
ま
す

町
公
用
車
の
売
却

総
務
課 
車
両
班�
�
6
９
９
４

　

町
で
は
、
庁
用
車
と
し
て
使
用
し

て
き
た
次
の
車
両
１
台
を
売
却
し
ま

す
。

　

購
入
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
見
積

書
を
総
務
課
車
両
班
ま
で
、
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

▼
売
却
す
る
庁
用
車

車
種　

ス
バ
ル　

レ
ッ
ク
ス

　
　
　

旭
川
５
０
あ
８
６
６
３

　
　
　

４
Ｍ
Ｔ　

白
色　

年
式　

平
成
２
年
式

総
排
気
量　
　
�５５０

走
行
距
離　

約
６
万�

車
検
日　

平
成　

年
５
月
６
日

２１

車
輌
の
公
開
と
見
積
提
出
日

　

２
月　

日（
月
）　

時
〜　

時

２５

１５

１６

見
積
書
の
提
出（
持
参
）場
所

　

総
務
課
車
両
班

問
合
せ　

詳
し
く
は
、
総
務
課
車
両

　

班
ま
で
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

援
助
し
ま
す

就
学
援
助
制
度

教
育
振
興
課 
学
校
教
育
班

�
�
6
６
９
９

　

教
育
委
員
会
で
は
、
小
・
中
学
生

の
い
る
ご
家
庭
で
生
活
保
護
を
受
け

て
い
る
方
、
そ
れ
に
準
ず
る
と
認
め

ら
れ
る
方
を
対
象
に
、
学
用
品
費
や

給
食
費
、
修
学
旅
行
費
、
ス
キ
ー
用

具
な
ど
を
援
助
し
ま
す
。

　

援
助
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
児

童
・
生
徒
が
通
学
し
て
い
る
各
小
・

中
学
校
ま
で
、
申
請
を
し
て
く
だ
さ

い
。

問
合
せ　

詳
し
く
は
、
教
育
振
興
課

　

学
校
教
育
班
ま
で
、
ご
連
絡
く
だ

　

さ
い
。

　

平
成　

年
分
所
得
税
の
確
定
申
告

１９

の
相
談
及
び
申
告
書
の
受
付
は
、
３

月　

日（
月
）、
個
人
事
業
者
の
消
費

１７
税
の
確
定
申
告
の
相
談
及
び
申
告
書

確
定
申
告

確
定
申
告
の
相
談
と
申
告
書
の
受
付

町
民
生
活
課 
税
務
班
�
�
6
９
８
９

オンラインでらくらく。

ｅ-Ｔａｘ
国税電子申告・納税システム

納
期
回
数
の
見
直
し

町
民
生
活
課 
税
務
班
�
�
６
９
８
９
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本
年
も
「
火
の
用
心
」
の
防
火
意
識
を
忘

れ
ず
火
災
の
な
い
町
を
め
ざ
し
ま
し
ょ
う
。

　

火
災
は
、
一
定
の
時
間
が
過
ぎ
る
と
急
速

に
拡
大
す
る
こ
と
か
ら
早
期
発
見
が
重
要
で

す
。
逃
げ
遅
れ
に
よ
る
焼
死
者
を
な
く
す
た

め
、
平
成　

年
６
月
か
ら
一
般
家
庭
に
住
宅

１８

用
火
災
警
報
器
を
設
置
す
る
こ
と
が
義
務
付

け
ら
れ
ま
し
た
。

　

あ
な
た
の
大
切
な
命
を
守
る
た
め
、
早
期

に
設
置
す
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

　

平
成　

年
の
救
急
出
動
件
数
は　

件
で
、

１９

４５７

前
年
よ
り　

件
の
減
少
と
な
っ
て
い
ま
す
。

３１

※
過
去
５
年
間
の
救
急
出
動
件
数
は
、
下
表

�
の
と
お
り
で
す
。

　

平
成　

年
救
急
出
動
の
う
ち
、
呼
吸
も
心

１９

臓
も
停
止
状
態
と
い
う
事
例
が　

例
あ
り
ま

１０

し
た
が
、
残
念
な
が
ら
救
命
に
は
い
た
り
ま

せ
ん
で
し
た
。

　

救
命
す
る
に
は
、
発
見
者
が
早
期
に
心
臓

マ
ッ
サ
ー
ジ
を
行
い
、「
早
い
通
報
」「
早
い

応
急
手
当
」「
早
い
救
急
処
置
」「
早
い
医
療

処
置
」
の
重
要
な
条
件
を
満
た
す
こ
と
が
必

要
に
な
り
ま
す
。

　

町
民
の
皆
さ
ん
が
行
う
心
肺 
蘇
生 
法
は
誰

そ
せ
い

で
も
簡
単
に
行
え
る
よ
う
観
察
項
目
、
手
順

な
ど
が
変
更
さ
れ
ま
し
た
。

　

消
防
署
で
は
、
救
命
に
必
要
な
応
急
手
当

の
基
礎
を
学
ぶ
「
救
急
講
習
」
を
随
時
開
催

し
、
普
及
に
努
め
て
い
ま
す
。

※
平
成　

年
の
救
急
講
習
受
講
状
況
は
、
下

１９

表�
の
と
お
り
で
す
。

　

ま
た
、
A
E
D
（
自
動
体
外
式
除
細
動
器
）

に
よ
る
電
気
シ
ョ
ッ
ク
が
行
え
る
よ
う
に
な

り
、
A
E
D
を
設
置
し
て
い
る
施
設
も
増
加

し
て
い
ま
す
。

　

平
成　

年
の
火
災
発
生
件
数
は
前
年
と
同

１９

数
の
４
件
で
、
う
ち
３
件
が
建
物
火
災
、
１

件
が
そ
の
他
の
火
災
と
な
っ
て
い
ま
す
。　

ま
た
、
平
成　

年
の
火
災
に
よ
り
死
者
が
１

１９

名
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

損
害
額
は　

万
円
で
、
前
年
に
比
べ
３
千

３１２

　

万
円
の
減
と
な
っ
て
い
ま
す
。

８８１※
過
去
５
年
間
の
火
災
件
数
は
、
左
表�
の

と
お
り
で
す
。

　

上
富
良
野
町
で
は
近
年
火
災
件
数
が
減
少

傾
向
に
あ
り
、
町
民
一
人
ひ
と
り
の
防
火
意

識
の
向
上
が
減
少
に
結
び
つ
い
て
い
る
と
考

え
ら
れ
ま
す
。

消消

防防

統統

計計

平平
成成

年年
火火
災災
とと
救救
急急
のの
概概
要要

１１９９

　

火
災
統
計
の
概
要

　

救
急
統
計
の
概
要

　
「
救
急
講
習
」
は
、
A
E
D
の
使
用
方
法
を

含
め
た
講
習
内
容
で
す
の
で
、
多
く
の
方
が

受
講
さ
れ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

� 過去５年間の火災件数

10

8

6

4

2

0

８件

６件

４件 ４件 ４件

平
成　

年
１５

平
成　

年
１６

平
成　

年
１７

平
成　

年
１８

平
成　

年
１９

� 過去５年間の救急出動件数

５０0

４8０

４6０

4４０

４２０

４００

４５７件

４４０件 ４３９件

４８８件

４５７件

平
成　

年
１５

平
成　

年
１６

平
成　

年
１７

平
成　

年
１８

平
成　

年
１９

　

あ
な
た
の
勇
気
と
愛
が

　
　
　

大
切
な
命
を
救
い
ま
す

　

現
在
、
上
富
良
野
町
内
で
は
保
健
福
祉
総

合
セ
ン
タ
ー
か
み
ん
、
社
会
教
育
総
合
セ
ン

タ
ー
、
上
富
良
野
高
校
、
上
富
良
野
中
学
校
、

カ
ミ
ホ
ロ
荘
、
白
銀
荘
の
６
施
設
に
A
E
D

が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

� 平成１９年の救急講習受講状況

１４０人

１２０人

１０0人

8０人

6０人

４０人

２０人

０人
消
防
団

事
業
所
等

学
校
関
係

町
内
会

団
体
等

そ
の
他

１
回

１
回

１
回 １

回

１
回

３
回

４
回

４
回
６
回

２
回

５
回

…上級救命講習
…普通救命講習
…一般救急講習

問
合
せ
先

上
川
南
部
消
防
事
務
組
合
北
消
防
署

�
�
２
１
１
９
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先月号の中田さんからめぐって、瀧上さんにお
逢いしました。
　『中田さんとは同じ職場で働いています。勤
めてもうすぐ丸２年になりますが、現在は危険
物取扱者試験に向けて勉強中です。休みの日に
は、富良野でスノーボードをしたり、室内サッ
カーの試合に出たり。スポーツをするのは好き
で、スノーボードは小学４年生から、サッカー
は中学生のときからやっています。まとまった
休みには、温泉でのんびりするのがいいですね。
去年は登別温泉に行きました。平日は、出かけ
るよりも家のことを手伝うことが多いです。父
と弟が町外で働いているため、現在は母と小学
生の妹２人との生活なので。除雪などの力仕事
はもちろんですが、野菜炒めやチキンライスな
ど簡単な料理も作ったりと家事もしますよ。』

 瀧 上 　
たきがみ

 久 寛    さん
ひさひろ

昭和６０年生まれ
本町３丁目

みみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんなななななななななななななななななななななのののののののののののののののののののののみんなの
伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝言言言言言言言言言言言言言言言言言言言言言板板板板板板板板板板板板板板板板板板板板板伝言板
問合せ：町民生活課まで問合せ：町民生活課まで

健健康康かかみみふふららのの２２１１
地地域域栄栄養養士士会会

食 と 健康

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食物物物物物物物物物物物物物物物物物物物物物物物物物物物物物物物物物物（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（ししししししししししししししししししししししししししししししししししょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくももももももももももももももももももももももももももももももももももつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつ））））））））））））））））））））））））））））））））））せせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいもももももももももももももももももももももももももももももももももも
大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事なななななななななななななななななななななななななななななななななな栄栄栄栄栄栄栄栄栄栄栄栄栄栄栄栄栄栄栄栄栄栄栄栄栄栄栄栄栄栄栄栄栄栄養養養養養養養養養養養養養養養養養養養養養養養養養養養養養養養養養養～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

　手軽で便利なサプリメントやドリンクもありますが、
自然の食品を毎日の食事でしっかりとって『食物せんい
をたくさんとれる食生活』をめざしましょう！！
☆どれくらいとったらいいの？
　１日２０～２５ｇ　これが健康な大人のめやす量です。
ところてん１パックに約１．２ｇ、しいたけ１パックに約
３．５ｇ、さつま芋１本に約４．５ｇ…。２０ｇとるのはなか
なか大変ですね。
☆よく噛む食事、していますか？
　最近の日本人の食事は、乳製品や肉、魚などやわらか
い食品の摂取が増え、食物せんいのとり方が減ってい
ます。ごぼうやひじき、山菜など、食物せんいの多い食
品をたくさん使う『和食』の文化も上手にとりいれま
しょう。
　　　　　　　　　　－問合せ－　町立病院��３１７１

☆『食物せんい』って栄養なの？☆『食物せんい』って栄養なの？
皆さんもよく目や耳にしている『食物せんい』。　皆さんもよく目や耳にしている『食物せんい』。
実はカロリーもたんぱく質もありません。おまけにヒトの　実はカロリーもたんぱく質もありません。おまけにヒトの

消化液では溶けず、吸収もされません。消化液では溶けず、吸収もされません。
「なーんだ、それなら別にとらなくてもいいんじゃない！」　「なーんだ、それなら別にとらなくてもいいんじゃない！」
と思うかもしれませんが…と思うかもしれませんが…

�せんいをとって快食快便！
　便の量をふやし、腸の動きを活発にします。
�動脈硬化の予防にも効果あり！
　コレステロールを下げる、血糖の上昇をゆるやかにす
る、血圧の上昇を抑える、などの働きがあります。
�ダイエットにも役立ちます！
　かむ回数がふえたり、水を吸って膨らむことで、満腹感
をより感じさせます。
�腸内細菌をふやします！
　というように『食物せんい』は生活習慣病や大腸がん、
そして気になる「メタボリックシンドローム」の予防にも
立派に働いてくれる、大事な栄養なのです。

☆『食物せんい』は何に多いの？
　こんにゃく、海藻（もずく・ところてん等）、くだもの、雑
穀（そば・ライ麦等）、豆、いも、きのこに多く含まれます。

予定曲目
　フォスターより
　　おお、スザンナ／ネリー・ブライ／草競馬
　中田喜直童謡集より
　　とんとんともだち／もんしろ蝶のゆうびんやさん
　ヒットソング
　　涙そうそう／千の風になって　　ほか

上富良野混声合唱団

第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回第２６回

定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期演演演演演演演演演演演演演演演演演演演演奏奏奏奏奏奏奏奏奏奏奏奏奏奏奏奏奏奏奏奏会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会定期演奏会
と　き　平成２０年２月２４日(日)　午後２時開演
ところ　保健福祉総合センターかみん
入場料　無料
問合せ　上富良野混声合唱団
　　　　　和田　　��３４８６
　　　　　東海林　�０９０－６２６８－９０４０

ぜひ、聴き
にきてくだ
さいね�
お待ちして
います。
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町へ
◎加藤龍男さん（横浜市保土ヶ谷区）か
ら社会福祉事業推進のためにと、５万
円を

◎久保吉昭さん（大町１丁目）から町に
役立ててくださいと、３万円を

◎桑田茂市さん（栄町２丁目）から社会
福祉事業に役立ててくださいと、１０万
円を

ラベンダーハイツへ
◎小島隆士さん（横浜市港南区）から入
所者用に、精白米６０ kgを

◎東中中学校稲作実行委員会から入所者
用に、もち米１０ kgを

社会福祉協議会へ
◎田中謙一さん（東６線北１８号）から、
父・孫一さんの死去に際し、５万円を

◎岩田栄作さん（東６線北１９号）から、
母・きみ子さんの死去に際し、５万円
を

◎宮田正之さん（旭町３丁目）から、母・
テツさんの死去に際し、３万円を

◎山田隆司さん（旭川市永山８条）から、
母・光江さんの死去に際し、１万円を

◎森本米一さん（西４線北２４号）から、
母・ハルノさんの死去に際し、３万円
を

◎三好八重子さん（東４線北２０号）から、
夫・幸雄さんの死去に際し、５万円を

◎渡部ハルノさん（西３線北２２号）から、
夫・安治さんの死去に際し、５万円を

◎多田弾薬支処隊員一同から、福祉に役
立ててくださいと、２万１,６００円を

た
く
さ
ん
の
善
意
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

　『第４回小学生のぼうさい探検隊マップコンクール』（日本損害保険協会・
朝日新聞社・ユネスコなど主催）で、全国の応募総数１，３７４点の中から上富
良野町少年消防クラブの作品が『ぼうさい探検隊賞（日本損害保険協会賞）』
を受賞しました。
　上富良野町少年消防クラブでは、十勝岳噴火の恐ろしさ、避難方法を学び
防災力を身に付けるため、宿泊研修に併せて第２回から本コンクールに参加
しています。

自主防災組織の高揚と自主防災組織の高揚と
火災のない安全な地域づくりを目指して　　　火災のない安全な地域づくりを目指して

　上富良野町女性防火クラブに平成１９年度宝くじ助成事業（女性消防隊によ
る安全で災害に強い地域づくり推進事業）により、初期消火活動用備品（Ｄ
－１級軽可搬消防ポンプ一式）、予防活動用備品（パソコン３台、プリンター
１台）が整備されました。
　女性防火クラブは、家庭における火災の防止と火気使用器具の正しい取扱
方法の知識を高めるための講習や、防火パレード・防火訪問など災害のない
安全な地域づくりに努めています。
　今回整備された初期消火、予防活動用備品を活用し、より充実した消火訓
練を実施して自主防災組織の高揚を図るとともに、女性防火クラブを通じて
災害弱者宅の住宅防火診断等を行い、火災のない安全な地域づくりのために
役立てていきます。

innffoorrmmaattiioonn 上川南部消防事務組合
消防本部・北消防署

��２１１９

署防消

上富良野町少年消防クラブ上富良野町少年消防クラブ
「第４回小学生のぼうさい探検隊マップコン「第４回小学生のぼうさい探検隊マップコンクール」クール」

　　町職員人事（２月１日付）

　　▼新規採用
　　　町立病院看護師　  物　井　ひろみ

　今年は２作品応募したうち１作品が
入賞となり、１月１９日（土）に東京都で
表彰式が開催され、上富良野町少年消
防クラブの代表として、山本健太郎く
ん（上小６年）が出席し、受賞してき
ました。
　

作品名
   『めくろう！かみふらの防災ＭＡＰ』
製作者（８名）
　山本健太郎くん（上小６年）
　大道　聖斗くん（上小６年）　
　南　　千里さん（上小６年）　
　藤田　優希さん（上小６年）　
　糸賀　明葉さん（上小６年）　
　船ヶ山貴斗くん（上小５年）
　笠原　梨央さん（西小４年）　
　山本実乃里さん（西小４年）
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『ねずみのこま』

　プリンの容器を使って作り
ました。目、鼻、口をバランス
良く貼り、毛糸のひげをつける
と、かわいいねずみのこまがで
き上がりました。（山形先生）

 日   高     茉  桜    ちゃん
ひ だか ま お

（平成１３年生まれ・大町３丁目）

　丁寧に折り紙を容器に貼る
ことができました。こまの台
も模様描きをし、クルクル回る
ねずみのこまが完成しました。
　　　　　　　　（山形先生）

 鈴   木     晃  平    くん
すず き こう へい

（平成１３年生まれ・緑町１丁目）

『ねずみのこま』

■発行／上富良野町
■編集／町民生活課自治推進班
■印刷／�上富印刷

■ご意見・ご感想をお寄せください
　�071-0596
　北海道空知郡上富良野町
　　　　　　　　　　大町2丁目2番１１号
　�0167�6９８５　�0167�5362
　
http://hp.town.kamifurano.hokkaido.jp
     　jichi@town.kamifurano.lg.jp

編集後記

■寒くて外出がおっくうで、週末は
２日間とも一歩も外に出ないでおわ
ることが…。冬は閉じこもりがちで
す。足や背中がつったり、つまずい
たり転んだり、運動不足ですよね。
「お元気かい」の取材時、ストレッチ
運動を少しやってみましたが、とて
も気持ちよかったです。（床鍋）

■豆を蒔いて邪気を払いましたか？
節分とは季節の始まりを示す立春、
立夏、立秋、立冬の前日のこと。１
年が春から始まると考え、立春の前
日は１年の最後という意味合いもあ
り、立春の前の節分が重要に位置づ
けに。「鬼は外、福は内」そして１年の
無病息災を願って…、数は？（林下）

彩翔は冬も外で元気にお父さんと一
緒に作ったスベリ台で遊んでいま
す。琴音は歌が大好きで、メロディ
が流れると笑顔に�アンパンマンの
カルタで兄妹仲良く遊んでいます。

　おおむね２歳から就学前のお子
さんを「わが家のアイドル」コー
ナーに掲載しませんか？自薦・他
薦を問わず、募集しています。

町民生活課自治推進班��６９８５

雪遊びが大好きな雄太は、冬も元気
にいつも外でソリ遊び。近くの公園
でかまくらに友達と入って大喜びで
した。麺類が好きなので、今度、かま
くらでラーメンでも食べようかな�

 安   崎   
やす ざき

  雄  太   く
ん 

ゆう た

 　　　　　  （２歳２か月） 
剛司さん・宏美さんの子（宮町３丁目）

スキー連盟のスキー教室スキー連盟のスキー教室
（日の出スキー場１月１９日）（日の出スキー場１月１９日）

康晴さん･留美さんの子（泉町２丁目）

 太  田    琴 音   ちゃん  ・ 
おお た こと ね

 彩 翔
あや

   く
ん

と

 　　　（０歳８か月） ・ （３歳０か月） 

●人のうごき●
(　)は前月比

平成１９年１２月３１日現在　　平成２０年１月３１日現在
１２,２８７人人 口
(－１５)
６,２３６人男
(－１３)
６,０５１人女
(－２)

５,３６１世帯世 帯
(－６)

１２,３０２人人 口
(＋７)
６,２４９人男
(－１)
６,０５３人女
(＋８)

５,３６７世帯世 帯
(＋２)
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ふふれれんんどど通通信信
－上富良野町図書館－

問合せ　��3158　　��3562

開館時間
9：30～18：0０（月曜日・祝日は休館）

家庭教育シリーズ『２５１号』

　　『期待が子どもを育てる』
                                                                                 　 　   東中中学校長　　北  原   義  史

　北海道日本ハムファイターズがリーグ優勝、コ
ンサドーレがＪ１昇格と我々道民にとってうれし
いニュースがありました。そこには、優勝・昇格に
大きな役割を果たした選手がいましたが、なぜ中
心選手が育つのか考えました。
　教育心理学の用語に「ピグマリオン効果」とい
うのがあります。教師がある生徒に対して優秀だ
という期待を持って教えれば、その生徒は他の生
徒たちよりもっと優秀になる確率が高いという理
論です。（１０歳まで効果があると唱える学者もい
ます。）
　家庭教育にもいえることで、母親に「一般的に、
くつをはけるようになるのは何歳か」「服
を自分で着られるようになるのは何歳か」
等の質問をし統計をとった調査結果による
と、あることを一般的に早くできると思っ
ている母親の子どもは、早い時期にできる
ようになるとの結果報告があります。

　つまり、子どもがあることができるようになる時期
を決定する大きな要因として、母親の考え方があると
いうことです。このことは小学生でも中学生でも同じ
ことがいえると思います。いつも自分がついていない
と何もできないと思っている母親の子どもは、いつま
でも自立心が芽生えません。
　また、失敗や悩みが成長の糧だと思っている母親の
子どもは、そういう経験から何かを学び、成長すること
は明らかです。
　映画「マイ・フェア・レディ」（主人公の貧しい花売
り娘イライザが、ヒギンズ教授によって、レディに育て
られる物語です）なぜ、貧しい花売り娘がレディに変身
したのか…。ヒギンズ教授が、彼女をレディとして
扱ってくれるので、イライザは教授の「期待に応えよ
う」と努力したのです。
　子どもにかけた期待にすぐには結果はでませんが、
家族全員でヒギンズ教授のように、適度な期待をもっ
て接することが子どもの成長に何より大切です。

～ 2月の新刊書案内 ～

　　　　 　一般書一般書　　　　
靖国への帰還　　　　　　　　　内田　康夫
純愛の証明　　　　　　　　　　森村　誠一
財布のつぶやき　　　　　　　　群　ようこ
研ぎ師太吉　　　　　　　　　　山本　一力
許さざる者　　　　　　　　　　笹本　稜平
魔女の盟約　　　　　　　　　　大沢　在昌
白いジャージ　先生と私　　　　rey
相棒　　　　　　　　　　　  　 五十嵐　貴久
幽霊法廷　　　　　　　　　　　赤川　次郎
私の男　　　　　　　　　　　　桜庭　一樹

　　　　　　　　　児童書児童書　　　　　　
天までのぼれ　　　　　  　　　　　  　  　新風舎
とんとんとん　　　　　　　　  　　  　　  チャイルド本社
寿限無　　　　　　　　　　　  　  　  　　ほるぷ出版
マルガリータとかいぞく船　　　  　    　　あかね書房
恐竜迷路　　　　　　　　　　　  　　    　講談社
かいけつゾロリやせるぜ！　
                   ダイエット大さくせん  　    　 ポプラ社
忍たま乱太郎　きけんなアルバイトの段　　        ポプラ社
ストーブのふゆやすみ　　　　　　  　    　ＰＨＰ研究所
ルナとレナのアイドルダイアリー 2      　   ポプラ社
はこいりひめのきえたはこ　　　　　     　 理論社

　１月１３日（日）に図書館「ふれんど」で旭笑亭幻太と狐狸亭道楽の二人会が開催され、
３６名が来場して落語に親しみました。
　落語は、衣装や道具、身振りと語りのみで物語を進め、おかしさや滑稽さなどで笑
いを誘います。当日は、昔話を題材とした「ももたろう」の話や、落語で使われる扇

子などの道具でそばやもちを食べる動作の模写などを
聞くだけでなく、落語に関するわかりやすい説明を交
えて行っていただきました。
　普段あまりなじみの無い落語を目の当たりにして、
訪れた大人をはじめ、子どもたちからも大きな笑い声が聞こえました。
　来年も、多くの町民の皆さんに落語に慣れ親しんでもらえるよう、開催を予定して
います。

　　　　　旭笑亭幻太と狐狸亭道楽の二人会開催！笑い初
め!
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３月１日～３月１日～　　
４月３０日まで　４月３０日まで 参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加レレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー参加レンダー

  いしずえ大学入学式　　　　　　　�か 金４/１１  いしずえ大学卒業式　　　　　　　　　　�公 金３/７

  女性学級開講式　　　　　　　　　�社 水２３  冬の十勝岳・三段山散策ツアー　　　　　�十 日日１１６６

  イースターパーティー　　　　　　�社 土２６

  パークゴルフ場オープン　　　　　�パ 火火２２９９

発発表表会会にに向向けけてて～～宮宮沢沢賢賢治治童童話話をを声声とと身身体体でで表表現現～～

�社  … 社会教育総合センター
�か  … かみん　　�公  … 公民館
�パ  … パークゴルフ場
�十  … 十勝岳

��冬の十勝岳・三段山散策
        ツアー参加者募集！��
　ひざまで埋もれる深雪、樹木に
張り付く雪、噴煙たなびく十勝岳
をスノーシューで登りませんか？

と　き　３月１６日（日）８時３０分
　　　　社会教育総合センター集合
ところ　十勝岳三段山附近
対　象　小学４年生以上の方
定　員　20名
参加料　200円（スノーシューは無
　　　　料でお貸しします）
申込み　３月７日（金）まで

生涯学習情報

問 合 せ ・ 申 込 み
社会教育総合センター

��5511

　第１９回住民会対抗ソフトミニバレーボール
大会（町民ふれあいスポーツ大会実行委員会主
催）が、1月27日（日）に社会教育総合センターと
上富良野小学校の２会場で開催されました。
　この大会は、住民会の交流と親睦を図りなが
ら、軽スポーツに親しみ、明るく健康で豊かな
住みよいまちづくりを目的に毎年開催してお
り、今年は混成６０歳以上の部が７チーム、混成
５０歳から５９歳までの部が９チーム、混成の部が
３０チーム、計15住民会から４６チームの総勢232

名が参加し、それぞれ心地よい汗を流していました。
　日頃の練習の成果を発揮し、優勝をめざして各チーム白熱した試合が繰り
広げられ、会場いっぱいに大きな歓声が広がっていました。

社会教育総合センター等の
施設定期利用について
　平成２０年５月～１０月までの期間、
社会教育総合センター等体育施設
の定期利用を希望される団体の受
付を行います。
　利用を希望される団体は、２月２５
日（月）～３月７日（金）までに、社会
教育総合センター窓口にある「利用
希望表等」を提出してください。

～～交交流流のの輪輪をを広広げげるるソソフフトトミミニニババレレーーボボーールル大大会会開開催催～～

　１月１９日（土）から２０日（日）の２日間
ものがたり文化の会と教育委員会で共
催する『おはなしたんけん隊』の合宿
が清富多世代交流センターで行われ、
就学前の児童を含めた２０名の参加によ
り行われました。
　ものがたり文化の会の代表大西邑子
さん（本町４丁目）は、「今回の合宿で昨
年の６月から１０回にわたり、宮沢賢治

文学の“ 狼 ノ
オイ

 森 と
もり

 笊 
ざる

 森 、
もり

 盗 
ぬすと

 森 ”に出て
もり

くるものがたりの場面を実際に自然の中で体験することでイメージを具現化
させ、道具も使わず、声と身体だけで表現することを身につけました。発表
会では活動の成果を含めて、ものがたりをまるごと表現したいと思っていま
す」と話され、子ども達は物語文化に触れながら、いろんな表現力や創造力
が養われていました。

　合宿に参加した笹木杏須加さん（上小４年生）は、「今ま
での力を発揮して、たのしく力強く表現して発表したいで
す」と発表会が集大成となる決意をしていました。
　

＜発表会のお知らせ＞
●日　時　２月１６日（土）１３時３０分～
●場　所　保健福祉総合センターかみん「多目的ホール」
●入場料　無　料

　　※どなたでも楽しめる内容ですので、多くの方のご来場をお待ちしています。

平成２０年度 放課後子どもプ
ラン事業のお知らせ
　平成２０年度の放課後子どもプラ
ン事業「放課後クラブ・スクール」、
「みんなで遊ぼう教室」が４月から
開始されます。
　事業の申込みなど詳細について
は、２月２５日（月）に幼稚園、保育
所、小学校で配布します。
　なお、事業の事前説明会を予定し
ていますので、ご参加ください。
　※お子さんと一緒に参加できま
　す。
�２月２７日（水）１９時～西小学校
�２月２８日（木）１９時～上小体育館
　　　　　　　　　　２階メインルーム
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　混成60歳以上の部で優勝した旭Aチーム監
督の福本利則さんに話を聞きました。
「昨年負けたので、今年は優勝をめざして練
習してきました。和気あいあいでミニバレー
を楽しんでいるチームです。来年も優勝めざ
して頑張ります」

混成混５０～５９混６０以上区分

東明Ａ日の出Ｂ旭Ａ優　勝

本町Ａ旭Ｂ日の出Ａ準優勝

泉町Ａ西富Ｂ丘町Ｃ第３位

大会成績
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上上富富良良野野町町成成人人式式
　平成２０年上富良野町成人式が
１月１３日（日）に保健福祉総合セ
ンターかみん多目的ホールで、
行われました。
　今年の成人対象者は、昭和６２
年４月２日から昭和６３年４月1日
生まれの１６７名（男102名、女65
名）で、式典には新成人の７９名
（男39名、女40名）が出席されま
した。
　会場では、旧友との再会や少
し大人になったことを喜び合う
姿が見受けられました。
　式典は静粛の中で執り行われ、尾岸町長から式辞、西村町議会議長から激励のことばをいただき、出席した新成
人たちは真剣な面持ちで式に臨んでいました。
　新成人を代表して印藤未里さんが記念品を受け取り、誓いのことばを安部恭宏さんと葭田野友紀さんに続いて、
出席した新成人全員で述べました。また、藤野高輔さんが「明日の日本を担う社会人となるよう努めていきます」と
答辞を述べ、社会人として果たす責任を実感し、新たな一歩を踏み出す決意を表していました。
　新成人代表を務めていただいた４人に、成人としての意気込みや抱負を語っていただきました。

葭田野友紀さん（旭町１丁目、左）
「新成人を代表して誓いの言葉を読みましたが、とても緊張し
ました。貴重な体験でした。今は看護学生なので、人の痛みが
わかる看護師になって、将来は生まれ育った上富良野で働きた
いと思っています。」

印藤未里さん（宮町３丁目、右）
「成人となって大人の仲間入りを果たし、責任のある大人とし
て日々努力しなければならないと感じました。また、どんな時
も相手の立場に立って考えることが出来る大人になりたいで
す。」

藤野高輔さん（南町４丁目、左）
「今までは人に支えられ導かれてきましたが、これからは自分
を信じて自ら道を切り開き、歩んでいこうと思います。何が正
しくて何が間違っているのかをしっかり見極めて早く一人前の
自衛官になりたいと思います。」

安部恭宏さん（西３線北２３号、右）
「大勢の前で話をしたことがなかったので、成人代表として誓
いの言葉を言えたことはとても緊張しました。成人という節目
を迎えて、これからは一人前の大人として責任を持っていける
よう頑張っていきたいと思います。」

祝祝

２２００８ 月号

編集：上富良野町教育委員会
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E-mailアドレス：kyoshin@ town.kamifurano.lg.jp

未未来来ににははばばたたけけ
新新成成人人！！


